
⾏動療法の歴史と発展
⾏動療法は、20世紀初頭の⾏動主義の台頭から始まり、学習⼼理学の実
験的研究を経て発展してきました。この治療法は、客観的な⾏動の研究
に基づいており、JBワトソンやBFスキナーなどの先駆者によって形作ら
れました。パブロフの古典的条件付けやソーンダイクの動物学習研究も
重要な貢献をしました。1950年代には、ジョセフ·ウォルペ、ハンス·
J·アイゼンク、スキナーらによって⾏動療法の基礎が確⽴されました。
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⾏動療法の先駆者たち
1 JBワトソン

1900年代初頭、⾏動主義を提唱し、環境的出来事の重要性を強調しました。

2 BFスキナー
急進的な⾏動主義を発展させ、⼼理学全般に⼤きな影響を与えました。

3 イヴァン·パブロフ
20世紀初頭、古典的条件付けの基礎を確⽴しました。

4 ELソーンダイク
動物学習に関する先駆的な研究を⾏い、結果が⾏動に与える影響を⽰しました。
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⾏動療法の始まり
1

ジョセフ·ウォルペ
1958年、「相互抑制による⼼理療法」を出版し、成⼈の神
経症に学習原理を適⽤しました。

2
ハンス·J·アイゼンク
1959年、⾏動療法を現代学習理論の応⽤として定義しまし
た。

3
BFスキナー
1953年、「科学と⼈間の⾏動」を出版し、⾏動の観点から
⼼理療法を再定式化しました。
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⾏動療法の発展
1 1960年代

⾏動療法の理論的·研究的基盤が拡⼤し、社会⼼理学や
発達⼼理学にも注⽬が集まりました。

2 1970年代
認知プロセスと⼿順が重視されるようになりました。

3 1980年代-1990年代
⼼理学の他分野の発展に焦点が当てられ、感情の役割が
注⽬されました。

4 1990年代-2000年代
DBTやACTなどの新しい形態の⾏動療法が進化しました。
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現代の⾏動療法
1 認知、情動、⾏動の相互作⽤

現代の⾏動療法における重要な研究領域となっています。

2 ⽣物学的要因と脳のメカニズム
不安障害や肥満などの治療において重要性が認識されています。

3 ⽣物⾏動学的相互作⽤
⾏動療法においてますます重要な部分となっています。

4 薬物療法との併⽤
D-シクロセリンなどの薬剤と暴露療法の組み合わせが研究されて
います。
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⾏動療法の影響⼒
臨床実践への影響
多くの⼼理療法⼠が認知⾏動の原
理と⼿順を使⽤しています。

将来の予測
CBTテクニックは将来最も使⽤され
る可能性が⾼いと予測されていま
す。

⼤学教育への影響
多くの⼤学院プログラムが⾏動療
法を重視しています。
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⾏動療法の現状
学術界での地位
主要な臨床⼼理学ジャーナルの編集者や委員会メンバーに⾏動療法
⼠が就任しています。

専⾨組織の変化
⾏動療法推進協会（AABT）が⾏動認知療法協会（ABCT）に名称変更
しました。

認知⾏動療法との融合
純粋な⾏動療法か認知⾏動療法の枠組みに組み込まれるかは不明で
す。
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⾏動療法の未来
脳科学との統合
脳のメカニズムに関する研究がさらに進み、治療法の改善に貢献すると
予想されます。

テクノロジーの活⽤
バーチャルリアリティやAIを⽤いた新しい治療法の開発が期待されます。

グローバル化
⽂化的背景を考慮した⾏動療法の適⽤が世界中で広がると考えられます。
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